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1．国際会議の概要 

10 月 6–11 日の間、アメリカ合衆国ハワイ州のハワイコンベンションセンターにて、国際学会

PRiME 2024（電気化学会秋季大会、米国電気化学会大会 合同大会）が開催された。本学会は電気化

学分野において世界最大規模であり、4 年に一度催される。参加者は世界 60 ヶ国から多岐に渡り、

口頭・ポスター発表の累計件数は 4832 件に上った。セッション数は 572 を数え、蓄電池、燃料電池、

腐食化学からセンサーまで、電気化学技術に関する多様な議論が展開された。 

2．発表テーマと質疑内容、今後の展望 

報告者は、セッション L02（第 24 回溶融塩およびイオン液体に

関する国際シンポジウム）において、10 月 7 日（月）に 2 時間の

英語ポスター発表を実施した。発表テーマは「溶融塩 LiCl–KCl 中

の液体 LixPb100-x電極における Li 酸化還元挙動」である。本研究で

は、Li 濃度（xLi）の低い領域（0.1 ≤ xLi ≤ 17 at.%）において、液

体 Li–Pb 中の Li 活量（aLi）の xLi依存性を解明し、液体 LixPb100-x電

極における Li 酸化還元反応の律速過程を探索することを目的とし

た。電気化学理論に基づく関係式の整理と、溶融塩電気化学実験に

よる調査の二手法を用いた。理論的アプローチの結果、低 xLi 領域

における aLi変化率（ΔaLi/ΔxLi）を明らかにした。高 xLi領域（17.1 

≤ xLi ≤ 34 at.%）に比べて 48 倍であった。また、液体 LixPb100-x電

極の Li 酸化還元電位（ELi）について、低 xLi領域における xLiもしくは温度（T）変化時の ELi変化量

（ΔELi）を明らかにした。極低 xLi領域（0.1 ≤ xLi ≤ 5 at.%）においては、理論値と実験値に差異が

生じやすいことを見出した。さらに、液体 LixPb100-x電極（x = 4.6, 14.8 at.%）を用いた Tafel 分析によ

り、Tafel 勾配（ba,c）を算出した。低 xLi領域（4.6 ≤ xLi ≤ 14.8 at.%）において、還元挙動は電極内の

Li 拡散律速を示唆した一方、酸化挙動からは律速過程は示唆されなかった。 

 質疑では、世界各国の研究者と有意義な議論を行った。同一の溶融塩材料を使用している産業技

術総合研究所の片所主任研究員とは、表面不純物被膜の除去を含めた液体 LixPb100-x 電極の取り扱い

手法について議論を重ね、親交を深めた。ブリティシュコロンビア大学の東野研究員とは、電位制御

を用いた 6Li 同位体濃縮技術の高効率化について、独創性の観点から意見を交えた。弘前大学の新村

助教からは、Li 酸化還元反応における律速過程の特定手法に関して助言をいただき、見識を深めた。 

溶融塩電気化学分野は、核融合炉液体 Li17Pb83ブランケットの主要開発課題（初期装荷 Li17Pb83の

準備、6Li 同位体濃縮、実機運転時の Li 濃度と同位体比調整、Li17Pb83リサイクルによる廃棄物低減

等）を一挙に解決し得る、革新的な学術分野である。しかしながら、本セッションにおいて、核融合

炉工学分野を背景とする研究発表は報告者が唯一であり、両分野の連携は無きに等しい。そこで、報

告者は 2024 年度 4 月より、核融合炉工学を専門とする所属先に加えて、溶融塩電気化学を専門とす

る研究室にも出向き、月に数回、研究発表を実施している。本海外渡航を契機として、核融合炉工学

と溶融塩電気化学、両分野の架け橋となる研究者に成長し、世界で活躍することが見込まれる。 

 末筆ながら、本渡航計画の実施にあたり多大なるご支援をいただきました京都大学教育研究振興

財団の皆様に心より感謝申し上げます。 
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